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平
成
28
年
12
月
21
日
に
、
平
成
28
年
第

５
回
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
理
事
会

よ
り
提
出
さ
れ
た
７
件
全
て
の
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問

８
，０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
放
射
性
汚
染
廃
棄
物
に
関

す
る
処
理
方
針
に
つ
い
て

　
千　
葉　
勇　
治 

議
員

（
大
郷
町
）

質
問
者

公
立
黒
川
病
院
で
産
後
ケ
ア

の
充
実
を

　
浅　
野　
直　
子 

議
員

（
富
谷
市
）

質
問
者

◇
質
問

　

先
の
議
会
全
員
協
議
会
で
説
明
の
あ
っ

た
８
，０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
放
射
性

汚
染
廃
棄
物
に
関
す
る
処
理
方
針
に
つ
い

て
、
短
時
間
で
の
説
明
で
は
な
か
な
か
理

解
が
得
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
る
。
ま
た

県
当
局
の
回
答
も
不
十
分
で
あ
り
、
郡
内

住
民
の
安
全
性
の
面
か
ら
も
多
く
の
疑
問

が
も
た
れ
る
。

　

当
組
合
の
ご
み
焼
却
施
設
で
の
処
分
並

び
に
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
利
用

す
る
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
将
来

に
わ
た
る
安
全
性
に
関
し
て
執
行
部
は
ど

の
よ
う
な
検
討
を
さ
れ
対
応
す
る
考
え
な

の
か
所
見
を
伺
う
。

◇
答
弁

　

11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
市
町
村
長
会

議
に
お
い
て
、
村
井
知
事
か
ら
８
，０
０
０

ベ
ク
レ
ル
以
下
の
廃
棄
物
の
処
理
の
方
向

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
の
農
家

の
庭
先
で
保
管
さ
れ
て
い
る
稲
わ
ら
、
牧

草
等
に
つ
い
て
県
内
の
全
市
町
村
が
協
力

し
合
っ
て
焼
却
処
分
を
行
い
、
減
量
化
に

取
り
組
む
と
の
方
針
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
の
試
験
焼
却
を
県
内
15
の
全
て
の

焼
却
施
設
で
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
本
組

合
の
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
試

験
焼
却
を
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
焼

却
方
法
と
し
て
は
、
一
般
廃
棄
物
に
混
焼

さ
せ
る
方
法
で
、
焼
却
灰
を
安
全
な
レ
ベ

ル
に
調
整
し
な
が
ら
行
お
う
と
い
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

当
行
政
事
務
組
合
に
お
い
て
は
、
11
月

21
日
に
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
直

接
、
県
か
ら
説
明
を
求
め
、
そ
の
後
に
、

各
市
町
村
の
議
会
に
お
い
て
、
説
明
の
場

が
あ
り
意
見
を
頂
戴
し
、
ご
み
焼
却
施
設

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
の
所
在
し
ま
す
大
和

町
吉
田
地
区
に
お
い
て
は
、
12
行
政
区
を

４
回
に
分
け
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
て
、

多
く
の
住
民
の
方
々
に
説
明
を
申
し
上
げ
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
「
将
来
に
わ
た
る
安
全
性
に
関
し
て
」

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
当
組
合
環
境

管
理
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
焼
却
炉
に
つ
い
て

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
基
準
値
の
改

正
・
強
化
に
合
わ
せ
、
平
成
11
・
12
年
度

に
「
ご
み
焼
却
施
設
排
ガ
ス
高
度
処
理
施

設
」
の
整
備
を
行
い
、
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
・
有
害
ガ
ス
除
去
装
置
等
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
８
５
０
℃
以
上
で
完
全
燃
焼

さ
せ
、
煙
・
排
ガ
ス
か
ら
有
害
ガ
ス
除
去

装
置
と
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
り
、
塩
化

水
素
、
硫
黄
酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
及
び
ば
い
じ
ん
を
除
去
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
に

よ
り
除
去
し
た
ば
い
じ
ん
及
び
有
害
物
質

は
重
金
属
安
定
化
剤
に
て
薬
品
処
理
し
、

有
害
物
を
溶
出
し
な
い
よ
う
に
固
形
化
・

不
溶
化
を
し
、
管
理
型
埋
立
処
分
場
に
埋

め
立
て
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
混
焼
に
よ

る
放
射
性
物
質
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ

ら
の
処
分
方
法
に
よ
り
安
全
に
万
全
を
期

し
て
処
理
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
質
問

　

黒
川
圏
域
は
、
転
勤
族
の
増
加
で
、
核

家
族
が
多
く
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援

は
、
各
自
治
体
で
推
進
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
産
後
の
家
族
の

手
助
け
が
な
く
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
、

子
育
て
の
不
安
や
孤
立
感
な
ど
抱
え
る
悩

み
は
様
々
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
全

国
で
児
童
虐
待
に
関
す
る
報
告
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
～
２
０
１
２
年

の
厚
労
省
の
調
査
で
、
虐
待
死
し
た
子
ど

も
の
44
％
は
０
才
児
で
生
後
１
ヶ
月
以
内

は
約
２
割
、
加
害
者
は
母
親
で
９
割
と
の

報
告
を
し
て
い
ま
す
。
出
産
後
の
お
母
さ

ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
心
身
ケ
ア
と
育
児
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
支
援
が
出
来
る
よ
う
に
黒
川

病
院
で
産
後
ケ
ア
事
業
の
推
進
を
求
め
質

問
し
ま
す
。

①�

黒
川
病
院
で
の
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い

て
見
解
を
求
め
質
問
し
ま
す
。

②�

日
帰
り
型
、
宿
泊
型
の
支
援
は
、
他
の

地
域
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
が
あ

る
が
、
課
題
が
あ
る
の
か
、
質
問
し
ま
す
。

承
認
第
５
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
28
年
度

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
専
決
第
４
号
））

承
認
第
６
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
高
規
格
救
急

自
動
車
の
取
得
）

議
案
第
28
号　
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
29
号　
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
30
号　
平
成
28
年
度
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

議
案
第
31
号　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
32
号　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

❖ 

可
決
議
案
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